
状
態
に
な
る
こ
と
。（『
片
桐
全
評
釈
』）

・
ら
ん
…�

推
量
の
助
動
詞
「
ら
む
」
は
現
在
推
量
・
現
在
の
伝
聞
・

現
在
の
婉
曲
の
意
味
が
あ
る
が
、
詞
書
に
「
散
り
け
る

を
よ
め
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
け
む
」
と
過
去
推
量

の
伝
本
が
多
数
あ
る
が
、
本
研
究
会
で
は
現
在
推
量
と

す
る
。

〈
通
釈
〉

家
に
植
え
た
梅
の
花
が
散
る
の
を
見
て
詠
ん
だ
歌	

貫
之

暮
れ
て
も
明
け
て
も
、
絶
え
ず
目
を
離
さ
ず
に
見
て
い
た
こ
の
梅
の

花
は
、
人
の
見
て
い
な
い
間
に
散
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か

　

【
四
六
番
歌
】

　

寛
平
の
御
時
き
さ
い
の
宮
の
歌
合
の
う
た	

よ
み
人
し
ら
ず

梅
が
香
を
袖
に
う
つ
し
て
と
ゞ
め
て
ば　

春
は
す
ぐ
と
も
か
た
み

な
ら
ま
し

〈
校
異
〉

・
の
う
た
…
に
（�

筋
切
・
元
永
本
・
雅
経
筆
本
崇
徳
天
皇
御
本
）

　
　
　
　

…
ナ
シ
（
基
俊
本
・
書
陵
部
蔵
永
暦
二
年
俊
成
本
）

・
が
…
の
（�

雅
経
筆
本
崇
徳
天
皇
御
本
・
家
長
本
永
冶
二
年

清
輔
本

・
前
田
家

本
保
元
二
年

清
輔
本

・
穂
久
邇
文
庫
本
保
元
二
年

清
輔
本

天
理
図
書
館
本
顕
昭
本

・

伏
宮
本
顕
昭
本

・
高
野
切
・
寸
松
庵
・
私
稿
本
・
関
戸
本
）

・
う
つ
し
て
…
つ
つ
み
て
（
穂
久
邇
文
庫
本
保
元
二
年

清
輔
本

）

・
と
ゞ
め
て
ば
…
と
め
た
ら
は
（
筋
切
・
元
永
本
・
寸
松
庵
）

・
な
ら
ま
し
…�

とイ

お
も
は
ん
（
六
条
家
本
）

な
る
へ
し
（
私
稿
本
）

〈
他
出
〉

寛
平
御
時
后
宮
歌
合
三
五　

新
撰
万
葉
集
二
一
「
片か
た
み
と
お
も
は
む

身
砥
将
思
」

古
今
六
帖　

五　

「
袖
に
こ
き
い
れ
て
と
め
た
ら
ば
」

〈
語
釈
〉

・
寛
平
の
御
時
き
さ
い
の
宮
の
歌
合
…

班
子
女
王
（
宇
多
天
皇
母
后
）
主
催
の
歌
合
。
た
だ
し
、
こ
の

「
后
宮
」
は
主
催
場
所
を
示
し
た
も
の
で
宇
多
天
皇
主
催
の
歌

合
と
い
う
説
も
あ
る
。
寛
平
五
年
（
八
九
三
）
九
月
二
五
日
記

載
の
『
新
撰
万
葉
集
』
上
奏
本
文
か
ら
本
歌
合
は
そ
れ
以
前
に

成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
『
和
歌
大
辞
典
』
）

・
よ
み
人
し
ら
ず
…

『
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
』
か
ら
『
古
今
集
』
の
成
立
ま
で
は
一
八

年
し
か
経
て
お
ら
ず
、
作
者
が
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
と
あ
る
の
は

な
ん
ら
か
の
事
情
に
よ
り
表
記
を
伏
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

『
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
』
が
撰
歌
合
で
あ
り
、
既
に
詠
ま
れ
て
い

た
旧
歌
を
選
ん
で
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
で
も

問
題
な
い
こ
と
に
な
る
。
（
『
片
桐
全
評
釈
』
）
だ
が
、
作

者
が
身
分
の
低
い
女
性
等
で
あ
れ
ば
こ
の
令
の
限
り
で
は
な

い
。

・
と
ゞ
め
て
ば
…�

「
て
」
完
了
の
助
動
詞
「
つ
」
の
未
然
形

「
ば
」
未
然
形
付
い
て
順
接
の
仮
定
条
件
を
表
す

王
朝
文
学
研
究
会�

土
曜
部
会�

平
成
二
十
三
年
六
月
四
日

通
信
教
育
部　

大
川
宗
之

『
古
今
和
歌
集
』

春
歌
上　

四
五
〜
四
六
番
歌

【
四
五
番
歌
】

　

家
に
あ
り
け
る
梅
の
花
の
散
り
け
る
を
よ
め
る	

つ
ら
ゆ
き

暮
る
と
明
く
と
目
か
れ
ぬ
も
の
を　

梅
の
花　

い
つ
の
人
ま
に��

う
つ
ろ
ひ
ぬ
ら
ん

〈
校
異
〉

・
あ
り
け
る
…
は
へ
り
（�

筋
切
・
元
永
本
）

・
よ
め
る
…
み
て
よ
め
る
（�

基
俊
本
・
私
稿
本
・
毘
沙
門
堂
註
本
）

　
　
　
　

…
ナ
シ
（
筋
切
・
元
永
本
）

・
目
…
あ
（
亀
山
切
）

・
ぬ
ら
ん
…
にぬ
ら
ん
イけ
ん
（�

静
嘉
堂
文
庫
蔵
為
相
本
）

　
　
　
　

…
に
け
む
（�

筋
切
・
元
永
本
・
家
長
本
永
冶
二
年

清
輔
本

・
穂
久
邇

文
庫
本
保
元
二
年

清
輔
本

・
天
理
図
書
館
本
顕
昭
本

・
伏
宮

本
顕
昭
本

・
高
野
切
・
関
戸
本
）

〈
語
釈
〉

・
家
…�

『
古
今
集
』
で
は
題
詞
に
は
「
家
」
を
歌
に
は

「
宿
」
を
用
い
る
（
『
新
全
集
』
）
該
当
歌
と
し
て
、

一
二
〇
、
二
三
七
、
八
四
八
、
九
八
五
、
九
九
〇
番
歌

が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
つ
ら
ゆ
き
…�

茂
行
の
子
。
貞
観
一
四
年
（
八
七
二
）
〜
天
慶

八
年
没
（
九
四
五
）
か
。

・
暮
る
と
明
く
と
…�

日
が
暮
れ
る
に
つ
け
て
も
見
、
夜
が
明

け
る
に
つ
け
て
も
見
。
（
『
新
全
集
』
）

「
暮
る
」
「
明
く
」
共
に
終
止
形
（
『
片

桐
全
評
釈
』
）

・
目
か
れ
…�

対
象
か
ら
目
が
離
れ
る
こ
と
、
見
な
く
な
る
こ
と
、

会
わ
な
い
で
い
る
こ
と
。（『
日
国
大
』）

○�

佐
保
過
ぎ
て
奈
良
の
手
向
け
に
置
く
幣
は
妹
を
目
離
れ
ず
相

見
し
め
と
ぞ	

『
万
葉
集
』
（
三
・
三
〇
〇
）

○�

思
ふ
ゑ
に
逢
ふ
も
の
な
ら
ば
し
ま
し
く
も
妹
が
目
離
れ
て
我

れ
居
ら
め
や
も	

『
万
葉
集
』
（
一
五
・
三
七
三
一
）

○�

目
離
る
と
も
思
ほ
え
な
く
に
忘
ら
る
る
時
し
な
け
れ
ば
お
も

か
げ
に
た
つ	

『
伊
勢
物
語
』
（
四
六
段
）

○�

思
へ
ど
も
身
を
し
わ
け
ね
ば
目
離
れ
せ
ぬ
雪
の
積
る
ぞ
わ
が

心
な
る	

『
伊
勢
物
語
』
（
八
五
段
）

・
人
ま
…�

「
人
の
見
ぬ
間
と
言
ふ
な
り
」（
顕
註
）（『
新
大
系
』）

人
の
見
て
い
な
い
間（『
新
全
集
』）

・
う
つ
ろ
ひ
…�

「
移
ろ
ふ
」
は
色
が
あ
せ
る
こ
と
、
ま
た
は
散
る

こ
と
。
こ
こ
で
は
題
詞
の
関
係
か
ら
後
者
に
解
釈

す
る
。（『
新
全
集
』）
盛
ん
な
状
態
か
ら
衰
え
た



・
か
た
み
…�

過
去
の
こ
と
、
ま
た
、
別
れ
た
人
や
死
ん
だ
人
を
思

い
出
す
手
が
か
り
と
な
る
も
の
。

○�
ま
草
刈
る
荒
野
に
は
あ
れ
ど
黄
葉
の
過
ぎ
に
し
君
が
形
見
と
ぞ

来
し	

『
万
葉
集
』
（
一
・
四
七
）

・
な
ら
ま
し
…�
「
な
ら
」
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の
未
然
形

「
ま
し
」
推
量
の
助
動
詞
（
反
実
仮
想
）

事
実
と
し
て
あ
り
え
な
い
が
事
実
で
あ
る
こ
と
を
望
む
意

〈
通
釈
〉

梅
の
香
り
を
袖
に
し
み
こ
ま
せ
て
と
ど
め
て
し
ま
っ
た
の
な
ら

ば
、
た
と
え
春
が
過
ぎ
て
も
思
い
出
と
す
る
こ
と
が
出
来
た
で
あ

ろ
う
に

【
配
列
】

44　

�

年
を
へ
て
花
の
鏡
と
な
る
水
は　

ち
り
5

5

か
ゝ
る
を
や
く
も
る

と
い
ふ
ら
む

45　

家
に
あ
り
け
る
梅
の
花
の
散
り
5

5

け
る
を
よ
め
る	

つ
ら
ゆ
き

　
　

�

暮
る
と
明
く
と
目
か
れ
ぬ
も
の
を　

梅
の
花　

い
つ
の
人
ま

に��

う
つ
8

8

ろ
ひ
ぬ
ら
ん

46　

寛
平
の
御
時
き
さ
い
の
宮
の
歌
合
の
う
た	　

よ
み
人
し
ら
ず

　
　

�

梅
が
香
を
袖2

に
う
つ
8

8

し
て
と
ゞ
め
て
ば　

春
は
す
ぐ
と
も
か

た
み
な
ら
ま
し

47　

�

ち
る
5

5

と
み
て
あ
る
べ
き
も
の
を　

梅
の
花　

う
た
て
に
ほ
ひ

の
袖2

に
と
ま
れ
る

　

四
十
四
番
歌
で
は
視
覚
上
に
に
お
い
て
眼
前
に
あ
る
「
梅
」

は
、
四
十
五
番
歌
か
ら
は
「
散
る
梅
」
と
し
て
そ
の
姿
形
を
さ
ら

さ
な
い
が
、
当
時
の
王
朝
人
達
は
、
も
っ
ぱ
ら
梅
の
花
そ
の
も
の

で
は
な
く
そ
の
芳
香
を
惜
し
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
松
田
武
夫
は

『
古
今
集
の
構
造
に
関
す
る
研
究
』
に
お
い
て
、
「
梅
花
は
そ
の

か
を
り
に
愛
着
の
中
心
が
お
か
れ
る
の
で
、
（
中
略
）
梅
花
が
散

る
場
合
で
も
、
そ
の
余
香
が
問
題
と
な
り
、
過
ぎ
逝
く
春
の
一
つ

の
形
見
と
し
て
、
こ
れ
を
眺
め
る
に
到
る
。
」
と
指
摘
し
、
「
か

を
り
」
が
「
梅
の
主
題
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

参
考
文
献

『
古
今
集
校
本
』　

笠
間
書
院

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

古
今
和
歌
集
』　

岩
波
書
店

『
日
本
古
典
文
学
全
集　

古
今
和
歌
集
』　

小
学
館

『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』　

講
談
社

『
伊
勢
物
語
』　

講
談
社

『
古
今
集
の
構
造
に
関
す
る
研
究
』　

風
間
書
房

『
和
歌
大
辞
典
』　

明
治
書
院

『
新
編
国
歌
大
観
』　

角
川
書
店

『
日
本
国
語
大
辞
典
』　

角
川
書
店

【
伝
紀
貫
之
筆　

寸
松
庵
色
紙
】	

東
山
記
念
館
蔵

（
縦
1
3
.
3
㎝
横
1
3
㎝
）

む无

め
の
か可

を
そ所

て
に尓

う
つ
し
て
と
め
た
ら

は盤

る
は者

す春

く
と

も
か可

た
み
な那

ら
ま万し志

名
称
…
…
…
佐
久
間
将
監
正
勝
が
建
立
し
た
寸
松
庵
に
由
来

装
丁
…
…
…
色
紙
で
は
あ
る
が
、
元
は
粘
葉
装
の
冊
子
本

書
写
年
代
…
十
一
世
紀
中
頃

料
紙
…
…
…�

白
・
藍
・
橙
・
茶
白
緑
な
ど
の
具
を
引
き
、
唐
草
、
亀

甲
、
花
襷
な
ど
の
文
様
を
刷
り
だ
し
た
舶
載
の
唐
紙

現
在
伝
存
す
る
の
は
三
十
二
葉
。
書
写
内
容
は
『
古
今
集
』
の
四
季

歌
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
伝
藤
原
行
成
筆
「
粘
葉
本
和
漢
朗
詠

集
」
と
同
種
の
紙
で
あ
る
こ
と
か
ら
十
一
世
紀
中
頃
の
書
写
と
思
わ

れ
る
。

伝
本
系
統
と
し
て
、
久
曽
神
昇
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
詞
書
き
の
未
整

理
な
こ
と
か
ら
「
基
俊
本
」「
亀
山
切
」
等
と
同
じ
再
撰
本
の
中
の
第

一
次
公
稿
本
に
位
置
す
る
。

ま
た
、
二
行
目
の
末
の
「
は
」
は
誤
脱
と
さ
れ
て
い
た
が
、
石
川
九

楊
は
「
は
」
の
字
が
二
重
化
し
た
「
掛
字
」
と
し
て
「
掛
詞
」
と
同
じ

よ
う
な
働
き
を
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

参
考
文
献

『
古
今
和
歌
集
成
立
論
』　

風
間
書
房

『
古
筆
学
大
成　

古
今
和
歌
集
』　

講
談
社

『
國
文
學
』
解
釈
と
鑑
賞
の
教
材�

五
十
三
巻
第
十
号　

學
燈
社


